
  

　多くの大人が、早くから始めたほうが言語はよく学習できる、
と思っています．そのためか、学校での英語学習の開始時期もど
んどん早められています。実際に、英語以外を母語とする人で、
アメリカに居住している人の英語レベルを調べた研究では、通じ
る言語を使うということでは、何歳のときにアメリカに来たかに
よる差はほとんどなかったものの、文法の細かなところ（冠詞、
三人称単数現在のs、過去形……）では、子どものうちにアメリ
カに移住した人の方が高いレベルに達していたことが報告されて
います。このようなデータを見ると、確かに、言語を完璧な水準
で身につけるためには、できるだけ早く学習を開始するほうが良
さそうに思われます。

　それでは、子どもが母語以外の言語を習得していくときの様子
はどうでしょうか？　たとえば、家族の都合で、自分の母語とは
異なる言語が話されている国に行き、現地の幼稚園に通うように
なった子どもが、“やすやすと”現地の言語を話せるようになった、
という話はよく耳にするような気もします。ただ、そのようにし
て現地の言語に馴染んでいるように見える子どもでも、よく調べ
てみると、語彙も文法もモノリンガルの同年齢の子どものレベル
に達していないことは珍しくありません。文法なら特にどこが弱
いかと言えば、単語をつなげて文をつくるための接着剤のような
部分で、これは、上の研究で“年齢がいってからその言語に触れ
たのでは獲得が難しい”と指摘されたところとも重なります。

　文を作るための接着剤と言えば、日本語では、助詞や助動詞、
活用語尾、ということになるでしょうか。そういった部分が抜け
た発話を、母語獲得過程の子どもも初めのころは、よくします。

「ニャンニャン　イタ」「ママ　ガッコウ　イク」など、文字数を
節約するため電報で使われた文の形に似ていることから、電文体
発話と呼ばれるほどです。 
　このようなところから、助詞や冠詞など文をつくるための接着
剤のような部分は、子どもにとっても学習が難しいのではないか
と長いあいだ考えられてきました。しかし、そこだけ抜かす、と
いうことは、何かわかっていることの裏返しかもしれません。実
際、最近になって、自分では冠詞を抜かした発話をしている子ど
もも、大人がわざと冠詞を抜かして話すと理解しづらいことがわ
かってきました。私の研究室でも、やっといくつか単語が言える
ようになったばかりの時期の子どもが、実は、助詞を手がかりに
して、“名詞”のようなことばの種類を見分けていることがわかっ
てきました。
　こうしてみると、子どもの言語学習は、早くに始まるというだ
けでなく、大人の思っているような順序や状況では起こっていな
いことがわかります。時期をマネしただけでは外国語学習の成果
にはつながらないのかもしれません。
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研究分野： 発達心理学、言語心理学
研究内容：  新しい言語を学ぶのに、大人なら、ことばで説明してもらうことができます。しかし、最初の言語を身につけよ

うとしている子ども（赤ちゃん）は、そういうわけには行きません。子どものことばの学習では何が問題になり、
子どもはそれをどのように乗り越えているのかについて研究しています。
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